
1.取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従つた使用状態で、保証期間内に故障した場合のみ無料

修理いたします。

2保証期間内でも次の場合には有料修理となります。
(イ)使用上の誤り、または、自己修理、分解、調整、改造等による故障及び損傷

(□ )お買上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷

(八)火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、水掛り等による故障及び損傷

(二)消耗または摩耗した部品、付属品の交換

(ホ)本書のこ提示がない場合

(へ)本書にお賞上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは文字を書きかえられた

場合 (但し、販売シールや領収証でも未記入項目の代用となります。)

(卜 )本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷

(チ)―ll家庭用以外 (例 :業務用、または業務用に準する使用方法)で使用された場合の故障及び損傷

3こ贈答、こ転居等で本保証書に記入のお買上げ販売店に修理をこ依頼になれない場合は、弊社修理
こ相談センターにお問い合わせください。

4.本書は日本国内においてのみ有効です。丁his warranty is va‖ d onけ in」 apan
5.本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

商 品 名 CD/カセット/ラジオミニコンポ ★お買上げ日:    年  月  日
型  番 MCM‐ 450N  I品  番 107¨6450 保証期間 :本体1年間 (お買上げの日から)
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修理メモ

★住所 店名 電話
販

売

店

(注 )★印欄に記入の無い場合は無効となりますので、必ずこ確認ください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもと

において無料修理をお約束するものです。

※この保証書によつて保証書を発行している者 (保

証責任者)、 及びそれ以外の事業者に対するお客様

の法律上の権利を制限するものではありません。

※保証期間経過後の修理についてこ不明の場合は、

お買上げの販売店または弊社修理こ相談センター

にお問い合わせください。

※お客様にこ記入いただいた保証書の内容は、保証

期間内のサービス活動及びその後の安全点検活

動のために記載内容を利用させていただく場合

がありますので、こ了承ください。

◎ 開晨｀ 株式会社 オーム電機

〒342-8502埼玉県吉川市旭3-8
http://www.ohm― electric co jp

製品に関するお問い合わせは お客様相談室 へ

●フリーダイヤル (無 料)● 携帯電話 公衆電話からは

0120‐963¨ 006 048…992… 2735
0

受付 1   日曜 祝日及び年末年始は除きます

修理に関すると相談は 修理 こ相談センターヘ

覇104■Yttξ凛 見:凛軍
7:00

07‐6450A

―

このたびは、ハudk)Cc】111デ CD/カセット/ラジオミニコンポを
お買い上げいただき、誠にありがとうこざいます。

陛L亜璽≡∃電気製品は安全のため注意事項を守らないと、火災や人身事故になることがあります。
1‐ (′ ,Ⅳ扱説明書には、事故を防ぐノr″ H′ )山叫な注意事項と製品の取り扱い′′イ,小 t′ rい .I(1.“この取扱説明書をよく
劇口1みの上、製品を安全にお便いください1・なお、お読みになられた後は、こイ

"川

|ム||(い )でも見られますよう大切に
作世|′ こください。                         ｀
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い」表紙●保証書

下記の事項につきましては弊社は一切の責任を負いかねます。

●弊社の責任によらない製品の損傷や、破損、または改造による故障や不具合

●本製品によつて生じたデータの消失または破損

●本製品のために費やした時間および経費

●本製品を運用した結果もたらされた損害

●本製品によりもたらされた、直接的、間接的な効果および利益の損失

●本製品をl~使用になって生じたあらゆる結果および、直接的、間接的なシステム、機器お、|、 r)ィ ″)11ドプ)1常

安全上のこ注意

電気製品は間違つた使い方をすると火災や感電による人身事故につながる可能性があります。このよう力、|||や を防

ぐために、この取扱説明書をよくお読みになり、注意事項を必ずお守りください。注意事項は、取り扱いをLり t,ノ `場
合に予想される事故の大きさによって3段階に表示しています。

△ e
異常の時は
コンセントから

抜く

●万一、煙が出ている、変なにおいや音がす

るなどの異常を感知したら、すぐに本機の

フアンクションスイッチを「テープ」にして

電源を切り、電源プラグをコンセントから

抜いてください。そのまま使用すると、人

災 感電の原因になります。煙が出なく
なるのを確認して販売店に修理を依頼し

てください。

●浴室やシャワー室など、湿度の高いところ

や水はねのある場所では使用しないでく

ださい。火災や感電の危険があります。

△e
異物が入つた場合‖
コンセントから

抜く

●万―、機器の内部に異物が入つた場合

は、本機のフアンクションスイッチを「テー

プ」にして電源を切り、電源プラグをコン

セントから抜いて販売店にこ連絡くださ

い。そのまま使用すると、火災 感電の原
因となります。⑪

分解禁止

●本体を修理、改造しないでください。

火災 感電の原因となります。

Θ
禁止

●表示された電源電圧交流 100ボルト以
外の電圧で使用しないでください。火災

感電の原因となります。△e
水が入つた

場合 |よ
コンセントから

抜く

●万一、内部に水などが入った場合は、本機

のファンクションスイッチを「テープ」にして

電源を切り、電源プラグをコンセントから

抜いて販売店にこ連絡ください。そのまま

使用すると、火災 感電の原因となります。
⑬
瓢

●電源コードの上に重いものをのせたり、

コードが本体の下敷きにならないように

してください。ヨードに傷がついて、火災

感電の原因となります。コードの上を敷物

などで覆うことにより、それに気づかず重

いものをのせてしまうことがあります。△
コードを交換する

●電源コードが傷んだら(芯線の露出、断線

など)、 使用を中止し、修理をこ依頼くだ

さい。そのまま使用すると、火災 感電の
原因となります。

Θ
難

●電源コードを傷つけたり、加工したり、無

理に曲げたり、ねじつたり、引つ張つたり、

加熱したりしないでください。コードが破

損して火災 感電の原因となります。⑩
接触禁止

△
感電に注意

●雷が鳴り始めたら、安全のため本機およ

び電源コードには触れないでください。感

電の原因となります。

Θ
瓢

●この機器を使用できるのは日本国内のみ

です。自動車 船舶などの直流DC電源
には接続しなしヽでください。火災の原因

となります。

R      △警告晃8猾饗儘掘淵読翼ツ
亡ま
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二りする可能性が想定される内容です。

■ ■ 1進表司 ::いて|■‐■

この取扱説明書では、製品を安

全に正しくお使いいただき、あな

この表示を無視して、誤つた取扱をすると、火災、感電、

破裂などにより死亡したり、大けがなどを負う可能性が

想定される内容です。

△記号は、注意(危険、警告を含む)を促す内容があるご♂ネf'|す る

ものです。(左図の場合は感電注意が描かれていまづ`)

○記号は、禁止の行為であることを告げるものでd

(左図の場合は分解禁止が描かれています。)

●記号は、行為を引ntttノル:り指示したりする内容を,11'る |″ )「 |(左

図の場合は、電源ブラグをコンセントから抜く、が拙か11「 t′ .ヽIJ )

⑬
瓢

●調理台や浴室、加湿器のそばなど、湯煙

や湿気が当たるような場所に置かないで

ください。火災 感電の原因となることが
あります。

⑬
禁止

●電源プラグを抜く時は、コードを引つ張らrc「

いでください。コードが傷つき、火災 感電
の原因となることがあります。必ず電源プ

ラグ本体を持つて抜いてください。

⑬
雑

●ぐらついた台の上や傾いた場所など不安定

な場所に置かないでください。落ちたり、倒れ

たりしてけがの原因となることがあります。
⑬
瓢

●湿気やほこりの多い場所に置かないでく

ださい。火災 感電の原因となることが
あります。

Θ
瓢

●電源コードを熱器具に近づけないでくだ

さい。コードの被ふくが溶けて、火災 感
電の原因となることがあります。

⑬
瓢

●窓を閉め切つた自動車の中や直射日光が

当たる場所など、異常に温度が高くなる

場所に放置しないでください。キャビネッ

トや部品に悪い影響を与え、故障の原因

となることがあります。

Θ
瓢

●濡れた手で電源プラグを抜き差ししなしヽ

でください。感電の原因となることがあり

ます。

0



Ａハ〔一ｍ潮滞

●リモヨンに乾電池を挿入する際は、極性

表示 (プラス①とマイナスOの向き)に注
意し、表示通り正しく入れてください。間

違えますと乾電池の破裂 液もれにより、

火災 けがや周囲を汚損する原因となる
ことがあります。

指を挟まれない
ように注意

●指定以外の乾電池は使用しないでくださ

い。乾電池の破裂 液もれにより、火災
けがや周囲を汚損する原因となることが

あります。

●電磁波を発生させる機器 (テレビ、モニ

ター等)に近づけないでください。電磁波

により、お互いの機器が干渉し、ノイズや

混信の原因となります。

●移動させる場合は、必ず電源プラグをヨ

ンセントから抜しヽて行つてください。コー

ドが傷つき、火災 感電の原因になること
があります。

コンセントから抜く時は必ず電源プラグ

本体を持つて抜いてください。

●お手入れの際には安全のため電源プラ

グをコンセントから抜いてください。感電

の原因となることがあります。

●CDプレーヤーのビックアップ
レンズをのぞき込まないでく

ださい。レーザー光が目に当

たると視力障害を起こすことがあります。

力始01=  |■ |
●移動させる場合は、アン′

'7・
壁などか |

電源について

ら外してください。伸ばしたまま持ち運ぶ

と引つ推卜かつたりして、破J員やけがの原因

になることがあります。

●お子様がCDドアやカセットll作ボタンカ
バー、カセットドアに手を入イlな しヽように

こ注意ください。けがの原因となることが

あります。

●こ使用になる時は、音量を上げすぎない

ようにこ注意ください。近隣の迷惑になる

とともに、耳を束J激するような大きな吉量

で長時PB5続けて聴くと、聴力に』:い影響

を与えることがあります。

●旅行などで長時間本機イ(・イJり |にならな

い時は、安全のため必 (1111ル (プラグを∃

ンセントから抜き、|| |ノの1吃 fE池も取

り外してくださt′ ,ヽ,)々 (〃 ′ll,llの原因と
なることがありJり ,,

●電源プラグとコン17:ノ |″ )μ l‖てはこりがた

まると自然発火 (卜 _ノいノ| ノ
ノノ現象)を起

こすことが匁Jられてしヽ,|(サ イlti数回、定

期的にプラグのはこり́ 阪|,除 いてくだ

さしヽ。梅雨期前が効,1的 て司

●使用環境にもよりまりl」 、′:イ |`l回 程

度、機器内部の掃除をお勧めtノ河:す。最

寄りの販売店にこ相談ください。

①Oの表示通りこ入れる
指足以外の乾電池を入ねなt′ヽ

古い乾電池と新しい乾‖l,  
′

ルカリなど種類の異なる1,「| イ
れない

使い切つた電池はり(1l ⅣI II

しばらく使わなしヽ出|`1甲′||,卜′ ltりておく

●万―液もれしたら、液をよく拭き取つてください。また、液が皮膚や衣類に付着した場合はすぐに大早げ)ノト(11

●万一、もれた液が目に入つた時は、失明の原因となるので、目をこすらず、すぐに水道水などのきれいス1小「 |

医師に相談してください。

|ヽ|( 、アここSし 。ヽ
|1 1,1、 ただちに

電源プラグを家庭用コンセントヘ差し込

んでください。

※本機を長時間使用しない時は、電源プ

ラグをコンセントから抜いてください。

CDリモコンの乾電池の入れ方
①リモコン背面にある乾電池ボックスのカバーのツメを外し

て開けます。

②次に単4形乾電池2本偶」売)をボックス内の指示に従い、
O、 Oの極性に注意して正しく装着します。
③乾電池を入れたら、カバーを元通りにしつかりと閉めます。

家庭用コンセントヘ差し込む
AC100V(50/60Hz)

スピーカーの接続とFMワイヤーアンテナの設置方

=  "■
0接続方法|:||||‐■|:

①本体背面にあるスピーカー接続端子のツメを開

けます。

②スピーカーから伸びている接続コードの金属線

部分を①で開けた接続穴に入れ、ツメを開じま

す。

※左右のスピーカーそれぞれに、赤いコードを赤
い端子へ、黒いコードを黒い端子に接続してく

ださい。

※2本のスピーカーはどちらも同じ仕様ですので、

任意でスピーカーの左右を決めてください。

1:F            ll:|・ 11

①本体背面にあるFMワイヤーアンテナを伸ばし、
テープなどを使つて壁などに留めます。

②受信状況を確かめながらいちばん良く受信でき

る位置に調整します。

※「ラジオを聴くにはJ(Pll)参照

テープなどで留める

′′)ンとア

緒に入

FMワイヤー
アンテナ

って廊車1′ r・ ノ.｀ しヽ

●0

液もれ、発熱、破裂等の事故を防ぐために、以下のことをお守りください。

火中への投入、加熱、分解をしない

ショートさせなしヽ



使用になる前に(CDについて)

点
　
　
／
＝
、

意

ご使用になる前に(カセットテープについて)

:結露について  ,|   |
寒いところから急に暖/DNいところに移動させると、レン

ズに水滴がついたり、くもつたりする結露現象が起こり

ます。この状態で使用すると、正しく動作しないことがあ

ります。このような時はディスクを取り出して数分間放

置してください。結露が取り除かれて正常に動作するよ

うになります。

ディ

◆再生中、ディスクはプレーヤー内で高速回転していま

す。ひびやそりのあるディスク、害」れたり変形したデイ

スク、テープや接着斉1で補修したデイスクなどは危険

ですから絶対に使わないでください。

◆ディスクに

鶉 鯉 編Zぎ]『ケ
ものを

◆現在発売されている「コピーコントロールCD」と呼ば

れる著作権保護技術付音楽デイスクは、コンパクト

ディスク(CD)規格に準拠しない特殊ディスクであり、

本製品における再生にあたつては、動作や音質の保

証は致しかねます。

音楽ディスクパッケージの表示をよくお読みくださ

い 。

なお「コピーコントロール

CD」の詳細に関しては、デイ

スクの発売元または販売元に

お問い合わせくださいますよ

うお願い申し上げます。

◆本機はCD R/CD―RWの再生に対応していますが、
以下の点をこ注意ください。

CD―R/CD RWデ ィスク、レコーダー、書き込み
ソフトウェアの種類 斗犬態によつては、再生できな

かったり、ノイズや音飛びが生じる場合があります。

ファイナライズ処理がなされていないディスクは

再生できません。

本機ではMP3やWMAなど、圧縮されたフオーマッ
トの音楽デイスクの再生はできません。

ァィスク取扱上の注意

◆再生面に触れないように持つてください。

再生面―」

◆再生面はもちろん、レーベル面にも紙やテープなど

を貼らないでください。

◆ディスクに指紋や汚れがついた時は、柔らかい布など

で放射状に軽く拭き取つてください。

◆長い時間使用しない時は、ディスクを本機から取り出

し、ケースに入れて保管してください。

◆八―卜型や八角形などの特殊形状のディスクは、使用

しないでください。機器の故障の原因となりますで,

⑨ ◎

カセットテープの取扱上の注意点

◆テープのたるみは、テープの巻きつきや切断の原因

になります。

◆テープがたるんでいないかどうか確かめ、たるんでい

る場合は図のように鉛筆などで必ず直してからこ使

◆カセットテープを入れたままにしたり、再生/録音状
態のまま電源を切らないでください。テープが回転

部分に密着したままになるので、からみや巻きつきの

原因となります。テープは必ず取り出して保管してく

ださい。

◆テープ動作中の巻戻し‐早送り操作は、テープ巻き

つきの原因となることがあります。必ず停止させてか

ら巻戻し 早送りの操作を行つてください。
◆テープの損傷を避けるため、大切なテープやオリジ

ナルテープは必ずダビングし、ダビングしたテープを

本機でお使いください。

◆エンドレステープは使用できません。

録音時の注意点

◆ツメを折つてあるテープは録音ボタンの操作ができ
ません。無理に押したりすると故障する場合もありま

すのでこ注意ください。

◆ノーマルテープ(丁ypeI)をお使いください。ハィポジ

シ∃ンテープ(丁ypeⅡ)やメタルテープ(丁ypeⅣ )には

録音できません。また、ノーマルテープについても

C-60(60分 テープ)までのテープを使用してくださ
い。C90以上の長時間テープは通常のカセットテー
プに比べて非常に薄いため、伸びたり、回転部分に巻

き込まれる等のトラブルの原因になりますので、t~使

用はお薦めできません。

◆カセットテープの両端にあるリーダーテープ部分は

録音ができません。録音前にこの部分を送っておき

ましょう。

大切な録音を消さないために

保存しておきたいテープの場合、カセットのうしろ側にあ

る「ツメ」を折つておくと、間違つて大切な録音を消去せ

ずにすみます。再び録音したい場合は、折ったッメの部

分にセロ八ンテープなどを貼りつけてください。

著作権について

あなたが録音したものは、個人として楽しむなど

の他は、著作権法上権利者に無断で使用できま

せん。

A面

A面の
ツメ

セロノヽン
テープ

B面の
ツメ

間違つて消したくない時は
ツメを折る

再度録音したい場合は
テープで折つた穴をふさぐ

コピーコントロールCD

コピーコントロール
CDのマーク

0 0



各部の名称

本機/上面 本機/前面

(面蔓 =動

リモコン/前面   リモコン/背面

①CDドア

②CDドア開閉部

③ディスプレイ※

④選局指針

⑤フアンクションスイッチ

⑥スキップボタン(H)※※

⑦スキップボタン(H)※※

③停止ボタン料

③AUX IN(外部音声入力)端子

⑩プログラムボタン※※

⑪選局目盛り

⑫選局ダイヤル

⑬FMステレオランプ
⑭音量調整ツマミ

⑮再生/一時停止ボタン※※

⑩リモコン信号受信部

⑦ランダムボタン※※

⑩リピートボタン※※

⑩カセットドア

⑩カセット操作ボタンカバー

④録音ボタン※※※

②再生ボタン※※※

④巻戻しボタン※※※

②早送リボタン※※※

⑮停止/取り出しボタン※※※

⑬一時停止ボタン※※※

②FMワイヤーアンテナ

④ヘッドホン端子

⑩スピーカー接続端子

⑩電源コード

③電源プラグ

⑫接続コード

⑩フログラムボタン※※

⑭再生/一時停止ボタン※※

⑮スキップボタン(H)※※

①リピTトボタン※※    .,
◎スキツプボタン(H)※※

⑩停止ボタン※※

①乾電池カバー

※ディスプレイのパックライトはファンク
ションスイッチがテープ以外の時に点灯
しますが、情報が表示されるのはCD選択
中のみです。
※※CDを操作するためのボタン
※※※カセットを操作するためのポタン

。
０
０
合
一　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０

スピーカー

0



CDを聴くにIま
フアンクシヨンスイッチを
「CD/AUX」の位置に合わせる

CDドア開閉部を押してCDドアを開け、
ディスクを正しくセットする

レーベル面を

上にする

セットした後は、CDドア開閉部を押し下げてC
Dドアを閉めます。ディスプレイに「 」が点滅し、

しばらくすると全曲数が表示されます。

※CDディスプレイに「no」と表示されたり、「――」
と表示され続けた場合、ディスクが裏返し/
不適切なディスクが入つている/ディスクが
入つていない等が考えられます。適切なディ

スクを正しくセットしてください。

スキップボタン(劇 /1《 ):こついて
再生中に押す、再生中に長押しするといつたそれぞれの操作に応じて、機能が異なります。

※再生中に長押しすると、断片的に再生音が流れますので、お好みのところで指を離してください。

0

ボタン(本機およびリモコン) 再生中に押す 再生中に長押しする

次の曲に移動して再生 聴いている曲が早送りされます。指を離
した時点から再生を再開します。

曲の頭に戻つて再生。2回続けて押すと、
ひとつ前の曲に戻つて再生します。以降、
押す回数によつて順次前の曲に戻つて再
生します。

聴いている曲が早戻しされます。指を離
した時点から再生を再開します。

CDは本機だけでなくリモコンでも操作できます。 CDのいろいろな聴き方

再生/一時停止ボタンを押す=再生開始

リピート再生を解除するには、「REPEAT l」 または「REPEAtt ALL」 が消えるまで、リピートボタンを1回
または2回押します。停止ボタンを押した場合も解除されます。

舅早房りτ711累綿 r巽彗禦lれたは炒蜀
後、すぐに「OO」と「PROG」 が点滅します。
膨 疇 朧■錮        鰯 騨 開

畔
鋳

スキップボタン(羽 /1《 )を数回押して、
1曲目に登録したい曲番号選び、
プログラムボタンを押す

●プログラム登録操作中に何も操作しない時間が約30秒間続くと設定操作が解除されます。また停止ボタ
ンを押すと、設定操作が解除されます。

●プログラム再生中に停止ボタンを押してもプログラム内容は保持されます。再度プログラムボタン、再生

/一時停止ボタンを押すとプログラム再生されます。
●CDドアを開けた時や他のフアンクションに移行した場合、プログラム内容は解除されます。
●全曲リピート再生とプログラム再生を併用すると、プログラムした曲を繰り返し聴くことができます。

●ランダム再生との併用はできません。              、

全曲リピート再生

CD再生中にリピートボタン
を2回押すと、CD内の全曲を
繰り返し再生します。

CDディスプレイに再生中の曲香と再生マーク
が表示されます。

※再生中に再生/一時停止ボタンを押すと、
再生が一時停止します(曲番号と再生マーク

が点滅します)。もう一度押すと再び再生が

始まります。

※ディスプレイに「REPEAT
ALL」が表示されます。

ステップ2の操作を繰り返して、
聴きたい曲を順に登録する

【プログラムを修正するには】

登録操作中にプログラムボタンを2回続けて押

すと、01(曲順番号)に続いて曲番号が点滅し

ます。点滅している間にプログラムボタンを数

回押して変更したい曲順番号を表示させた後、

スキップボタン(":/1“ )で曲番号を選びプロ

グラムボタンを押すと、プログラムを修正でき

ます。※20曲まで登録した後は、1番目の登録
に戻り、プログラムボタンを押すたびに曲順番

号→曲番号が表示されます。

再生/一時停止ボタンを押す
=プログラム再生開始
登録した順番で再生します。プログラム再生中

は、「PROGJが表示されます。

軸      醜 議 開

餞´1孵
|

音量調整ツマミを回して音量を調節する

再生を止めるときは停止ボタンを押す

終了するときは、フアンクションスイッチを
「テープ」に合わせる

鰈

次ベージに続く
  ⑩



CDのいろいろな聴き方(つづき)
ランダム再生

本機のランダムボタンを押すと、ランダム再生モードになります。

:琲I孫ぽン,             〔諜
∞
と:ヨ  〕

曲に移つて再生が始まります。 ※ディスプレイに「RANDOM」
が表示されます。

●ランダム再生を解除するには、もう一度ランダムボタンを押します(ディスプレイの「RANDOM」が消えま
す)。停止ボタンを押した場合も解除されます。

●ランダム再生と全曲リピート再生を組み合わせると、CDの全曲を繰り返しランダムに再生します。

ラジオを聴くには

フアンクションスイッチを
「AM」または[FM」の位置に合わせる

日

よりよく受信するために

(       AM放送を聴く時は       ,
アンテナが内蔵されていますので、いちばんよく受信で

きる方向に本機を向けます。

選局ダイヤルを回して

聴きたい放送局を選ぶ

⊂                 )

鉤

選 局

送を聴く時は
音量調整ツマミを回して音量を調節する FMワイヤーアンテナの設置場所や伸ばす方向を調整

して、いちばんよく受信できるところに留めます。FMステレオ放送を良好な
状態で受信すると、FMステ
レオランプが点灯します。

周囲の迷惑にならないよう、音量の上げすぎに

こ注意ください。

ラジオを終了する時は、ファンクション

スイッチを「テープ」に合わせる

巫
睦襲

●テレビの近くでAMを受信すると、雑音が入ることがあります。また、室内アンテナを使用しているテレビ
の近くで本機を使用すると、テレビの画像が乱れることがあります。このような時は、本機を離してこ使用

ください。

●移動の際は、FMワイヤーアンテナも壁などの留めた箇所から取り外してください。破損 故障 ケガの
原因となることがあります。

●

テープを聴くには

カセット操作ボタンカバーを手前に開ける

フアンクションスイッチを
「テープ」の位置に合わせる

、CD/AU炉二 詢「 WAM

音量調整ツマミを回して音量を調節する

周囲の迷惑にならないよ

う、音量の上げすぎにこ注

意ください。

テープ再生を終了する時は、
停止/取り出しボタンを押して
テープの再生を止める

終了した後は、必ずカセットを本機から取り出し

ケースに入れて保管してください。

睦襲

セミオートストップ機能
カセットの再生/録音時に、テープが最後まで
行くと自動的に操作ボタンが上がり動作終了し
ます。ただし、早送り/巻戻しでは自動的に動作
終了しません。故障の原因となることがあります
ので、早送り/巻戻し時は必ず停止ボタンで動
作を終了させてください。

●(  カセットテ■プの取扱いかた   `

ご使用になれるテープ

本機でお使いになれるテープはノーマルテープです。メ

タルテープやクロムテープは性能が十分発揮できませ

ん。また、エンドレステープはこ使用になれません。

90分を超えるテープについて
90分を超える長時間テープの使用は避けてください。
他のカセットテープに比べて,F常に薄いため、のびたり

機械に巻き込まれやすくなります。

停止/取り出しボタンを押して
カセットドアを開け、再生面を手前/
テープ面を下にしてカセットを入れる

テープが見え

るほうを下に

し、再生面を

手前にして入

れます。

正しく入れたらカセットドアを押して閉めます。

再生中にカセットドアを強引に開いたり、再生ボ
タンと早送り/巻戻しボタンを同時に押さな
いでください。テープ破損や故障の原因となる

ことがあります。

①再生するには再生ボタンを押します。
②再生を止めるには停止/取り出しボタンを押します。
③再生を一時停止するには、一時停止ボタンを押しま
す。もう一度押すと再生を再開します。
④テープを早送りするには、早送リボタンを押します。
⑤テープを巻戻しする|コよ、巻戻しボタンを押します。

再生ボタンを押す=再生開始



⑬

CDからテープに録音するには

●藪節協ヅ
を
夢幽鰊

CDドア開閉部を押してCDドアを開け、
ディスクを正しくセットする

レーベル面を

上にする

セットした後は、CDドア開閉ツマミを押し下げ
てCDドアを閉めます。ディスプレイに「――」が点
減し、しばらくすると全曲数が表示されます。

停止/取り出しボタンを押して
カセットドアを開け、録音面を手前/
テープ面を下にしてカセットを入れる

カセットテープの両端のリーダーテープ(透明

部分)は録音できません。録音前にこの部分を

送つておきましょう。

カノヾ―を
開ける

lo□ ol  テープが見えるほうを
下にし、録音面を手前

にして入れます。

正しく入れたらカセットドアを押して閉めます。

カセットの一時停止ボタンを押した後
録音ボタンを押す=録音待機
再生ボタンも同時に下がり、録音待機状態にな

ります。

●テープは60分以内のノーマルテープをこ使用ください。

終了後は必ずカセットテープを本機から取り出し、ケースに入れて保管してください。

録音したい曲をスキップボタン(劇 /1《 )
で選び、再生/一時停止ボタンを押す。
さらにカセットの一時停止ボタンを押して
録音待機を解除する=録音開始

録音中に一時停止ボタンを押すと、録音を一時

停止します。もう一度押すと録音を再開します。

再生中の音を聞きながら、録音できます。

録音中テープが終わると、自動的に停止します。

録音レベリИよ、自動調節で一定に録音されま

すので、録音時に音量調整ツマミを操作して

も録音には影響がありません。   ・
テープが入つてない状態では、録音ボタンは

押せません。

録音中は電源を切らないでください。故障の

原因となります。

録音を終える時はカセットの停止/取り出
しボタンを押し、CDの停止ボタンも押す

終了する時は、
フアンクションスイッチを
「テープ」に合わせる

●誤,肖去防止ツメを折つたカ
セットテープでは録音ボタン
を押せません。無理に押す
と故障の原因となります(―
度ツメを折つてしまつたテー
プに再び録音したい時は、セ
□八ンテープなどで穴をふ
さいでください)。

終了後は必ずカセットテープを本機から取り出し、ケースに入れて保管してください。
0

ラジオからテープに録音するには

フアンクションスイッチを
「AM」または[FM」の位置に合わせる

選局ダイヤルを回して
聴きたい放送局を選ぶ

r―

―

M当―
)

停止/取り出しボタンを押して
カセットドアを開け、録音面を手前/
テープ面を下にしてカセットを入れる

カセットテープの両端のリーダーテープ(透明

部分)は録音できません。録音前にこの部分を

送つておきましょう。

ラジオの音声を聴きながら、
カセットの一時停止ボタンを押して

録音待機を解除する=録音開始

録音中に一時停止ボタンを押すと、録音を一

時停止します。もう一度押すと録音を再開し

ます。

ラジオの音声を聞きながら、録音できます。
‐録音中テープが終わると、自動的に停止します。

録音レベリИよ、自動調節で一定に録音されま

すので、録音時に音量調整ツマミを操作して

も録音には影響がありません。

テープが入つてない状態では、録音ボタンは

押せません。

録音中は電源を切らないでください。故障の

原因となります。

録音を終える時は
カセットの停止/取り出しボタンを押す

終了する時は、ファンクションスイッチを
「テープ」に合わせる

●誤消去防止ツメを折つたカ
セットテープでは録音ボタン

を押せません。無理に押す
と故障の原因となります(―
度ツメを折つてしまつたテー
プに再び録音したい時は、セ
□八ンテープなどで穴をふ
さいでください)。

●テープは60分以内のノーマルテープをこ使用ください。

置 局

カバーを

開ける

lo□ ol  テープが見えるほうを
下にし、録音面を手前

にして入れます。

正しく入れたらカセットドアを押して閉めます。

カセットの一時停止ボタンを押した後
録音ボタンを押す〓録音待機

再生ボタンも同時に下がり、録音待機状態にな

ります。



外部機器の音楽 0音声を聴くには
A∪× IN(外部音声入力)端子と外部機器をの35mmス テレオミニプラグ]―ド(別売)で接続して、ポータブルCD
プレーヤーなどデジタルオーディオプレーヤーの音楽 音声を楽しむことができます。
※A∪ X IN(外 部音声入力)端子にの35mmス テレオミニプラグコードを接続中はCDの音声は出力されませんの
でこ注意ください。

本機のフアンクションスイッチが
「テープ」の位置にあり、
外部機器の電源も切れていることを
確かめる

CD/AU× 2二駒「 WAM

柩
外部機器のヘッドホン端子または音声出
力端子と、本機前面のAUX IN(外 部音声
入力)端子をφ3.5mmス テレオミニプラ
グコード(別売)で接続する

外部機器の電源を入れ、音量を絞る

本機のフアンクションスイッチを
「CD/AUX」の位置に合わせる
CD′ AU× [L7¬「 WAM

外部機器側で再生等の操作をする

音量操作は本機と外部機器側のどちらでもでき

ますが、本機側で過度に大きくした場合、他の
フアンクシ∃ンに移行時、大音量を発することが

ありますので、十分こ注意ください。

聴き終わつたら、ファンクションスイッチを
「テープ」の位置に合わせ、

外部機器の電源を切る

コード類の取り外しは、必ず上記の後で行つてく
ださい。

A∪ X IN

(外部音声入力)

端子    ＼

外部機器の
ヘッドホン端子または

音声出力端子に接続

φ35mmステレオ
ミニプラグコード(別売)

● ①

ヘッドホンを使う時は

●別売のステレオヘッドホン(の35mmス テレオミニ
プラク)を本機背面のヘッドホン端子につなぎます。
ヘッドホンをつなぐと、スピーカーからの音は聴こ

えなくなります。

●ヘッドホンをこ使用になるときは、音量を上げすぎ

ないようにこ注意ください。

主な仕様

※本製品の仕様および外観ま、改良のため予告なく変更することがあります。また本取扱説明書で使用する図版は、実際の機
種と一部外観が異なつている場合があります。

保証書とアフターサービスについて

この製品には保証書がついておりますので、お買い上げの販売店よりお受け取りください。お受け取りになった保
証書は、記載内容および「販売店、お買い上げ年月日Jなどの記入事項をお確かめの上、大切に保管してください。
必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げの販売店にお申し出ください。保証期間はお買い上げ日
より1年間です。

●調子が悪いときは

修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくこ覧になり正しく使われているかお調べください。それでも調子が
悪いときは、お買い上げの販売店、または弊社修理こ相談センターにこ相談ください。
●保証期間中は

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をこ覧ください。
●保証期間が過ぎた場合は

修理によって機能が維持できる場合は、お客様のこ要望により有償修理させていただきます。お買い上げの販売
店、または弊社修理こ相談センターにl~相談ください。

電源 AC100∨ 50/60Hz  CDリ モコン :DC3∨単4形乾電池2本 (別売)
消費電力 15W

ラジオ受信周波数 AM 530^レ 1605kHz   FMフ 60-90 0MHz
スピーカー出力 2W+2W(最 大)
出力端子 ヘッドホン端子 (の35mmス テレオミニジャック)
入力端子 ∧∪× N(外部音声入力)端子 (φ35mmス テレオミニジャック)
外形寸法 本体 :幅 163× 高さ227× 奥行 185 mm(突起物含ます)

各スピーカー 1幅 142× 高さ220× 奥行137 mm(突起物含ます)

質量 合計 約374フ kg

付属品 CDリモコン 取扱説明書(保証書付)



故障かなと思つたら お手入れのしかた

※お手入れの前には、あらかじめ電源コードを外し、電源が入らないようにしておいてください。

■■■■●  ド部の清掃について■ 11tlll::11
ヘッドやキャプスタン、ピンチローラーは長い間使つて
いると磁粉や」ミ、ホコリなどが付着して汚れてきます。

汚れがひどくなると

●音質が悪い

●音が小さい

●録音できない

●前の音が消えないで残る

などの症状が出ます。定期的にヘッド部を清掃してくだ

さい。

(      ヘッド部の清掃方法      )
カセットドアを開け、別売のクリーニングキッドでヘッド

やピンチローラー、キャプスタンなどの汚れを拭き取り

ます。

なお、内部につしヽたクリーナー液が十分に乾いてから

テープをセットしてください。

カセット部内部(下面)

|   ::11■ ヘツトの消磁 |11■ ||11:111=11■
長い間本機を使つていると、ヘッドが磁化されて高音が

聴こえにくくなつたり、雑音が増えることがあります。こ

のような時は、ヘッドを市販の消磁器で消磁してくださ

しヽ。

なおカセットタイプの消磁器をお使いになる時は、必ず

再生ボタンのみを押し込んで消磁してください。詳しく

はヘッド消磁器の説明書をこ覧ください。

※本機の消去ヘッドはマグネットタイプになっています

ので消磁しないでください。

|■ |●1 1CDプレ■ヤ■の|レン  清歯■||||■
レンズの汚れは、音飛びなど正常な再生ができなくなる

原因になります。CDドアを開け、下図のようにレンズを
クリーニングしてください。

●ホコリなどは市販のクリーニングキットのブロワーを

使つて、ゴミなどをはき出してください。

●万―指紋などがついている時は、市販のレンズクリー

ナーをお使いください。

|■■■ 1‐●:|■|キヤビ´ツトの清掃●|:■■■ ■

●キャビネットやパネル操作面が汚れたら、柔らかい布

で乾拭きしてください。汚れがひどい時には、水で布を

湿らすか、中性洗剤を少し布につけて拭き、その後に乾

拭きをしてください。

●電源コードのプラグにホコリがたまると、発大する危

険があります。プラグをコンセントから抜いて時々清掃

してください。

|=■■|コンパタトデイスクのお手入れ■■|■

演奏する前に、演奏面についたホコリやゴミ、指紋など

を柔らかい布で拭き取つてください。必ず内側から外側

に拭いてください。

必ず内側から
外側へ拭いてください

●シンナーやベンジン、アナログレコード用のクリー

ナーやスプレー静電防止斉」は絶対に使用しないでくだ

さい。

●キャビネットやパネル操作面をシンナーやベンジン、

アルコールなどで拭くと、変質したり、塗料力ヽまげること

がありますので避けてください。

●他の洗斉J等をお使いになる時は、その注意書に従つ

てください。

00

症 状 チェック項目

共
通
部

電源が入らない 電源]―ドが外れて (ゆるんで)いませんか。

音が出ない 音量が最小になつていませんか。

スピーカーの接続∃―ドは正しく接続されていますか。

ヘッドホン端子にヘッドホンが差し込まれていませんか。

フアンクションは正しく選ばれていますか。

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
部

カセットが入らない 逆向きに入れようとしていませんか。

テープが走行しない 一時停止ボタンを押していませんか。

テープが機械に巻きつく ピンチローラーやキャプスタンが汚れていませんか。

テープがたるんでいませんか。

カセットドアがきちんと閉まっていますか。

テープ走行が不安定 テープがたるんでいませんか。

雑音がひどい、音が震える
音飛びがする

ヘッド部が汚れていませんか。

テープがたるんでいませんか。

録音ボタンが押せない カセットが入つていますか。

カセットの誤消去防止用ツメが折れていませんか。

カセットドアがきちんと閉まつています力ヽ

録音できない ヘッド部が汚れていませんか。

前の録音が完全に消去されない 消去ヘッドが汚れていませんか。

テープの音が出ない ファンクションスイッチが別のフアンクシヨンになつていませんか。

Ｃ

Ｄ

部

CDの再生が始まらない
音が出ない

CDが裏返しに入つていませんか。

CDがひどく汚れていませんか。

規格外のディスクが入つていませんか。

レンズがひどく汚れていませんか。

CDドアがしつかりと閉まつていますか。

フアンクシ∃ンスイッチが正しくCD/AUXになつていますか。

A∪×(外部音声入力)端子に接続プラグが接続されていませんか。

一時停止状態になつていませんか。

音量が最小になつていませんか。

CDの音が飛ぶ 結露状態になつていませんか。

レンズがひどく汚れていませんか。

強い振動を与えていませんか。

CDに大きなキズやひどい汚れはありませんか。

ラ
ジ
オ
部

ラジオに雑音が入る 近くで携帯電話を使用していませんか。

テレビや蛍光灯の近くでAM放送を受信すると雑音が入ることがありま
す。また、テレビの近くで本機を使用すると、テレビの画像が舌しれることが

あります。このような時は本機をテレビかl―p離してください。


